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研究成果の概要（和文）：他者からの拒否や拒絶といった社会的排斥は個人の心身の健康状態や対人関係に悪影
響を及ぼすとされる。本研究では、自分を思いやることを意味するセルフ・コンパッションが社会的排斥による
悪影響を緩和する心理的資源となり得るのかについて検討した。調査法や実験法を用いた本研究の結果、セル
フ・コンパッションの高い人ほど社会的排斥経験が少なく、また、社会的排斥場面でセルフ・コンパッションを
活用することで排斥してきた他者への攻撃性が抑制されることが示された。

研究成果の概要（英文）：Social rejection is known to hinder intra-and interpersonal functioning. 
This study examined whether self-compassion acts as a buffer against social rejection. Correlational
 and experimental findings have indicated that individuals with high self-compassion are less likely
 to experience social rejection and that boosting self-compassion in response to social rejection 
helps individual regulate aggressive behaviors toward their rejectors. Overall, this study has 
suggested that self-compassion is a resilient factor to prevent and alleviate social pains. 

研究分野：社会心理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
他者との人間関係は時に社会的排斥を引き起こす。本研究では、自分自身に思いやりを向けることを意味するセ
ルフ・コンパッションが高い人や、社会的排斥場面でセルフ・コンパッションを高めた人ほど、社会的排斥によ
る心身及び対人関係への悪影響が少ないことが示された。セルフ・コンパッションが社会的排斥の未然予防につ
ながることとともに、社会的排斥が生じた際に活用できる個人の心理的資源としてセルフ・コンパッションがあ
ることが明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 他者との人間関係は、個人の心身の健康状態を大きく左右する (Algoe, 2019; Nezlek et al., 
2012)。他者との温かい関係性や交流は個人の心理的健康状態を高めるものの (Algoe, 2019)、日
常生活では他者からの拒否や無視といった社会的排斥が生じることもある (Nezlek et al., 
2012)。そして、社会的排斥は排斥を受けた個人の心身の健康状態並びに対人関係に悪影響を及
ぼす (Chester & DeWall, 2017; Ren et al., 2018; Williams, 2007)。例えば、社会的排斥により、
自尊心、所属感、有意味感、統制感という心理的充足感 (Hartgerink et al., 2015; Williams, 2007) 
が低下する。また、社会的排斥を受けた個人は、排斥してきた他者のみならず、排斥には関係の
ない他者に対してまで、攻撃的に振る舞う傾向にある (Ren et al., 2018; Twenge & Campbell, 
2003)。また、社会的排斥後に、過剰に他者を避ける傾向にあることも報告されている (Ren et 
al., 2018; Williams, 2007)。いじめ、虐待、DV、パワハラ等の社会的排斥に関連する事柄が社会
問題化している現代において、社会的排斥の痛みを和らげ、他者との良好な関係を築くための心
理的資源を明らかにすることは喫緊の課題であろう。 
では、社会的排斥場面において、自己の適応状態を保つにはどのような心理的資源が必要であ
ろうか。排斥場面においては、再度他者と繋がりあうこと、他者からのサポートが適応を支える
だろう。しかし、排斥により孤立した場合に、直ちに対人ネットワークを活用することは難しい
こともある。一方、このような場合でも、自己の気持ちを落ち着かせて、心の中で他者との繋が
りを意識することで、社会的排斥による心へのダメージを緩和できる可能性がある。この特徴を
持つ心理的資源として、本研究では、苦しみや弱みを抱える自分自身に思いやりを向けることを
意味するセルフ・コンパッション (以下, SCとする; Neff, 2023) が、社会的排斥の悪影響を緩
和することを示す。 
 SCの高い人は、①自己の気持ちの感じ方、②苦しみの意味づけ方、③自己の苦しみへの注意
の向け方、という 3領域において、自己の大事さを上げる反応 (自分への優しさ、共通の人間性
の理解、マインドフルネス) を取り、自己の大事さを下げる反応 (自己批判、孤立、過剰同一化) 
を取らないとされる (Neff, 2023)。具体的には、苦しみが生じた場面で、SCの高い人ほど、①
自己批判するのではなく、自己に心優しく振る舞い、②自分のみが苦しいと捉えず、だれでも苦
しみを経験することがあるという人間らしさの視点から自らの苦しみを意味づけ、③苦しみに
伴うネガティブな感情や思考に過剰にとらわれず、それらに対して受容的に向き合うとされる 
(Neff, 2023)。先行研究では、SCの高い人ほど心身の健康状態が良いことや他者と良好な関係性
を築いていることが報告されている (Neff, 2023)。また、排斥感を高めるような無表情な他者の
前でスピーチをする課題中に、SCの高い人ほどストレスの生理指標である唾液αアミラーゼの
値が低いことが示されている (Breines et al., 2014)。しかしながら、SCが社会的排斥経験の頻
度と関連するのか、また、社会的排斥が心理的健康状態や対人関係に与える悪影響を SCが緩和
するのかという点については、更なる検討が求められる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、SCが社会的排斥において 2段階の影響を及ぼすことを示す。第 1段階は、SCの
高い人ほど社会的排斥経験が少ないということである。第 2段階は、たとえ社会的排斥が生じて
も、その場面において SCを示すことで社会的排斥による個人の心理的充足感への脅威や対人関
係への悪影響(他者に対する攻撃性や回避傾向)が低いことである。また、社会的排斥後には他者
との関係性を再構築する(向社会的行動)ことも報告されているが (Ren et al., 2018)、度重なる危
害を受ける可能性がある場合は不適応的な行動と言えるだろう。このため、SC が社会的排斥後
の向社会的行動に及ぼす影響は弱いと予測される。 
 本研究では、SCによる社会的排斥への 2段階の影響を調査法ならびに実験法により検討した。
さらに、特定の状況に対する SC (状態 SC; Neff et al., 2021) を測定する尺度や SCを高める実験
法 (Neff et al., 2021) の日本語版の作成も行った。各研究の概要及び目的を以下に示す。 
(1)研究 1: SC の高い人ほど、他者からの社会的排斥経験が少ないことを検証する調査を実施し
た。さらにこの研究では潜在プロファイル分析を用いて、SC が類似概念である自尊心と個人内
でどのように作用しているのかについても検討した。SCと自尊心の双方向性に関する理論的枠
組み (Fraser et al., 2023) から、研究参加者は SCと自尊心が高い群、中程度の群、低い群の 3群
に分かれ、このうち、SC自尊心高群で社会的排斥経験が最も低いと予測した。 
(2)研究 2: 社会的排斥場面における状態 SCと心理的充足感ならびに排斥してきた他者への報復
意図の関連性を検証する調査を行った。また、状態 SCを予測する変数として、自己のウェルビ
ーイングと同等に他者のウェルビーイングをケアする対人目標を表す思いやり目標 (Niiya & 
Crocker, 2019) に着目した。研究 2では、思いやり目標の高い人ほど、社会的排斥場面で SCを
活用しやすく、結果として心理的充足感が高く、報復意図が低いと予測した。 
(3)研究3: 米国において妥当性が確認されている状態 SCを測定する尺度 (SSCS; Neff et al., 2021) 
及び SC の介入法 (SCMI; Neff et al., 2021) の日本語版の作成を行った。日本語版状態 SC 尺度 
(SSCS-J) は米国版同様に bifactor 構造 (状態 SC 全般因子および 6 つの下位尺度)を示し, SCMI



実験操作後に状態 SCの得点が有意に増加すると予測した。 
(4)研究 4: 研究 3で作成した SSCS-Jおよび SCMI-Jを用いて、実験的に SCを高めることで、社
会的排斥後の攻撃行動が低下するのかを検証した。社会的排斥場面を客観的に捉えた統制群よ
りも、その場面を SCの観点から捉えた実験群のほうが、排斥してきた他者への攻撃性が低いと
予測した。 
(5)研究 5: 研究 4の知見に基づき、社会的排斥時に SCを高めた群は、統制群よりも、攻撃性や
回避が低く、心理的充足感や向社会的行動（博愛傾向）の高いのかを、実験法により検証した。 
 
３．研究の方法 
 各研究は実施前に所属する大学の倫理委員会の審査を受けた。各研究の参加者からはインフ
ォームドコンセントを得て、研究後にディブリーフィングを行った。 
(1)研究 1: インターネット調査会社にモニター登録をしており、恋愛関係にある 2524 名を調査
対象とした。調査項目として、①特性 SC尺度 (有光他, 2016)、②特性自尊心尺度 (箕浦・成田, 
2013)、③社会的排斥経験尺度 (Rudert et al., 2020)、④孤立感尺度 (Arimoto & Tadaka, 2019)、など
に回答を求めた。データ分析には SCと自尊心との関連を検討するために潜在プロファイル分析
を用いて、得られた潜在プロファイル間における目的変数の差を BCH法により検証した。 
(2)研究 2: インターネット調査会社にモニター登録をしており、社会的排斥の経験があると回答
した 358名を対象とした。手続きとして、①普段の対人関係における思いやり目標に関する尺度 
(Niiya & Crocker, 2019) に回答後、②回顧法により参加者が経験した社会的排斥場面の想起を求
め、その後、③その場面における状態 SC（特性 SC尺度の項目を一部修正）、④心理的充足感尺
度 (Kimel et al., 2022)、⑤日本語版 TRIM報復意図尺度 (Ohtsubo et al., 2015) への回答を求めた。 
(3)研究 3: クラウドソーシングサイトに登録している 471名を対象とした実験を行った。バック
トランスレーション法により作成した SSCS-Jに関して、参加者には SCMI実験操作前後で回答
するように求めた。SCMI 実験操作に関して、SC 群の参加者は各自想起しているつらい出来事
を SCの視点から捉える筆記課題に取り組んだ。統制群の参加者は各自想起しているつらい出来
事を客観的に捉える筆記課題に取り組んだ。 
(4)研究 4: クラウドソーシングサイトに登録している 409 名を対象とした実験を行った。最初
に、社会的排斥を受けて今もつらい思いを感じている状況を 1つ想起するように参加者に求め、
その後、プレテスト時点として①状態 SC 尺度 (研究 3 で作成)、②一般感情尺度 (小川, 2000)、
③報復意図 (Ohtsubo et al., 2015) の各尺度への回答を求めた。その後、SC群の参加者は想起し
ている社会的排斥経験を SCの視点から捉える筆記課題に、統制群の参加者はその経験を客観的
に捉える筆記課題にそれぞれ取り組んだ。筆記課題後、各参加者は、ポストテスト時点として再
度④状態 SC尺度 (研究 3で作成)、⑤一般感情尺度 (小川, 2000)、⑥報復意図(Ohtsubo et al., 2015) 
の各尺度に回答した。また、Voodoo doll課題 (Chester & DeWall, 2017) を用いて、排斥してきた
他者に見立てた人形に刺す針の数を尋ねた。 
(5)研究 5: クラウドソーシングサイトに登録している 578名を対象とした実験を行った。最初に
ベースライン測定として①心理的充足感尺度 (Kimel et al., 2022) への回答を求めた。その後、研
究 4同様に社会的排斥経験の想起と②状態 SC尺度 (研究 3で作成) への回答を求めた。次に、
参加者を SC群と統制群に無作為に割り当て、研究 4同様の筆記課題を用いて SCを操作した。
その後、③状態 SC尺度 (研究 3で作成)、④心理的充足感尺度 (Kimel et al., 2022)、⑤日本語版
TRIM (報復意図、回避、博愛; Ohtsubo et al., 2015) への回答を求めた。 
 
４．研究成果 
(1)研究 1: SCと自尊心に関する潜在プロファイル分析の結果、参加者は①SC自尊心高群、②SC
自尊心中程度群、③SC自尊心低群の 3群に分類された。この結果は、SCと自尊心が個人内で相
互に連動しあうという理論的枠組み (Fraser et al., 2023) に一致したものであった。また本研究の
予測と一致して、SC自尊心中程度群および SC自尊心低群に比べて、SC自尊心高群は社会的排
斥経験が少ないことや孤独感が低いことが示された。また、SC 自尊心中程度群のほうが SC 自
尊心低群よりも社会的排斥経験が少ないことや孤独感が低いことが示された (Table 1)。 

(2)研究 2: 思いやり目標が社会的排斥時の状態 SCの高さを介して心理的充足感の高さと報復意
図の低さにつながるというモデルを媒介分析により検討した。その結果、予測と一致して、状態
SCが、思いやり目標と心理的充足感の間の正の関連性と、思いやり目標と報復意図の間の負の
関連性を、それぞれ媒介していることが示された (Figure 1)。この結果は、社会的排斥時に SCを
活用することが社会的排斥による心理的充足感の低下や攻撃性の喚起を防ぐことを示唆してい

Table 1

Mean Differences of and Comparison Between the Latent Profiles in the Outcome Variables Using the BCH Method

M S.E. M S.E. M S.E.

Loneliness 2.972 0.043 2.384 0.012 1.554 0.047 166.346*** 279.923*** 504.255***

Ostracized experiences 2.359 0.114 2.078 0.028 1.035 0.057 5.430* 243.505*** 109.504***

Profile 1 Profile 2 Profile 3

Note . Profile 1 = a group of low self-compassion and self-esteem. Profile 2 = a group of moderate self-compassion and self-esteem.
Profile 3 = a group of high self-compassion and self-esteem.***p < .001. *p  < .05

Profile 1 vs.
Profile 2

Profile 2 vs.
Profile 3

Profile 1 vs.
Profile 3



る。さらに、社会的排斥時に SCを活
用しやすい人の特徴として思いやり
目標が含まれることが示唆された。
思いやり目標の高い人ほど、他者に
とって利益（あるいは損）になること
は自分にとっても利益（あるいは損）
になるというように対人関係を非ゼ
ロサム的に捉えるとされる (Niiya 
& Crocker, 2019)。思いやり目標の高
い人は、自分の苦しみに対して SCを
使うことで、結果として他者のため
にもなると考える傾向にあるのかも
しれない。このため、思いやり目標の
高い人ほど、社会的排斥時に SCを使いやすく、結果として、自己の心理的適応の維持 (心理的
充足感の高さ) に加えて、他者との関係性の維持 (報復意図の低さ) をしやすいと考えられる。 
(3)研究 3: SSCS-Jの因子構造について、先行研究 (Neff et al., 2021) に基づき 9つのモデルを比
較したところ、モデル適合度ならびに各因子の標準化因子負荷量の観点から、Bifactor構造を探
索的構造方程式モデリング (ESEM) により検討した Bifactor ESEM が支持された。この知見は
プレテスト時点ならびにポストテスト時点の両時点に当てはまり、かつ、先行研究 (Neff et al., 
2021) に一致するものであった。Bifactor ESEM構造において、項目の分散の 85％以上が状態 SC 
general factorにより説明されることが示された。この結果は SSCS-Jの全体得点の使用を支持す
る結果であった。また、状態 SC general factorおよび 6つの specific factorsのω係数やα係数も
概ね高い値を示した。SSCS-Jの 6項目短縮版についても、先行研究 (Neff et al., 2021) 同様のモ
デル適合度指標や信頼性係数を示した。 
実験操作前後における SSCS-J の得点の推移について 2(条件：SC 群 vs.統制群)×2(時点:プレ
テスト vs.ポストテスト)混合計画による分散分析を実施した。その結果、条件×時点の交互作用
効果が SSCS-J全体得点、各 6下位尺度、SSCS-J短縮版全体得点において有意であった。単純主
効果検定の結果、SC群において SSCS-J全体得点、状態自分への優しさ、状態共通の人間性の理
解、状態マインドフルネス、SSCS-J短縮版全体得点が有意に増加し、状態自己批判、状態孤立、
状態過剰同一化が有意に低下していた。一方、統制群においては、SSCS-J 全体得点、状態自分
への優しさ、状態共通の人間性の理解、状態自己批判に得点の変化は見られなかった。統制群で
は、状態マインドフルネス、SSCS-J 短縮版全体得点、状態孤立、状態過剰同一化の変化は見ら
れたものの、その効果量は SC 群よりも小さいものであった。総じて、特定の状況における SC
を測定する尺度の妥当性ならびに信頼性とともに、SCを高める SCMIの効果も確認された。 
(4)研究 4: 操作チェックとして、
SC 群で状態 SC が実験操作後に
有意に高まるのかを2(条件：SC群
vs.統制群)×2(時点:プレテストvs.
ポストテスト)混合計画による分
散分析により検討した。その結
果、条件×時点の交互作用効果が
有意であり、単純主効果検定の結
果、SC群では状態 SCが有意に高
まり、統制群では状態 SC が有意
に低下していた (Table 3)。以上よ
り、SC実験操作は成功したと考えられる。次に、ポジティブ感情、ネガティブ感情、安静感情、
報復意図のそれぞれを従属変数として、2(条件：SC群 vs.統制群)×2(時点:プレテスト vs.ポスト
テスト)混合計画による分散分析を行った。その結果、各分析において有意な交互作用効果が見
られたため、単純主効果検定を実施した。SC群では、プレテストからポストテストにかけて、
ポジティブ感情および安静感情の有意な増加とともに、ネガティブ感情および報復意図の有意
な低下が認められた(Table 2)。また、Voodoo dollに刺す針の数を従属変数とし、条件 (SC群 vs.
統制群) を独立変数としてウェルチ検定を行ったところ、SC 群のほうが統制群よりも針の数が
有意に少ないことが示された (Table 2)。 
 SC が攻撃性 (報復意図と人形への針の数) に及ぼす影響は情動制御により説明されるのかを
検証した。具体的には、ポストテスト時点のポジティブ感情、ネガティブ感情、安静感情を媒介
変数とし、条件(-1統制群、1=SC群とダミーコード化) を説明変数、ポストテスト時点の報復意
図と針の数をそれぞれ従属変数とした。また、プレテスト時点の変数は共変量とした。報復意図
に関する多重媒介分析では、ネガティブ感情と安静感情がそれぞれ有意な媒介変数であった。ま
た、報復意図に対する SCの直接効果も有意であった。針の数に関する多重媒介分析では安静感
情が有意な媒介変数であった。 
 以上の結果より、社会的排斥時に SCを高めることで、適切な情動制御が促されること、排斥
してきた他者への報復意図やサディスティックな攻撃性が抑制されることが示された。また、SC
が排斥後の攻撃性に及ぼす影響の一部は、安静感情の増加やネガティブ感情の低下といった情

Table 2

Descriptive Statistics of Variables at Pretest and Posttest Between Conditions in Study 4

M SD M SD M SD M SD

State self-compassion 2.99 0.75 3.63 0.74 3.13 0.69 3.03 0.69

Positive affect 2.56 1.04 3.01 1.00 2.68 1.03 2.41 1.07

Negative affect 3.03 1.22 2.34 1.01 3 1.17 2.96 1.14

Calm affect 3.19 1.16 3.74 0.98 3.29 1.17 3.01 1.21

Revenge intention 2.11 1.14 1.74 0.99 2.06 1.00 2.03 1.09
Pin counts (raw
scores)

― ― 8.39 15.3 ― ― 11.49 16.54

Pin counts (log-
transformed)

― ― 0.49 0.61 ― ― 0.64 0.66

Self-compassion condition Control condition

Pretest Posttest Pretest Posttest



動制御によることが示された。 
(5)研究 5: 操作チェックとし
て、SC群で状態 SCが実験操
作後に有意に高まるのかを
2(条件：SC群 vs.統制群)×2(時
点:プレテスト vs.ポストテス
ト)混合計画による分散分析
により検討した。その結果、条
件×時点の交互作用効果が有
意であり、単純主効果検定の結果、SC 群では状態 SC が有意に高まり、統制群では時点間で状
態 SC に有意差は見られなかった （Table 3）。以上の結果より、SC 実験操作は成功したと考え
られる。次に、ベースライン時点の心理的充足感を共変量、条件 (SC群 vs.統制群)を独立変数、
社会的排斥後の反応を従属変数とする多変量分散分析を行ったところ、多変量検定で条件の有
意な主効果が認められた。続く一変量分散分析では各従属変数に条件の有意な主効果が認めら
れた。つまり、統制群に比べて、SC群において、心理的充足感と博愛傾向が高く、報復意図と
回避が低いことが示された（Table 3）。以上の結果は、研究 4の知見を再現し、かつ心理的充足
感や回避・博愛を扱った点で研究 4 を発展させ、社会的排斥場面において SC を高めることで、
個人の心理的適応状態の維持に加え、対人関係の悪化を防ぐことを示唆するものである。 
(6)全体のまとめ：本研究の知見をまとめると、①自己に対する思いやりを普段から使いやすい
人 (特性 SC) ほど、社会的排斥経験や孤独感が低いこと、②社会的排斥場面で SC (状態 SC) を
活用すると、個人の心理的適応状態が維持され (心理的充足感の高さ、ポジティブ感情の高さ、
安静感情の高さ、ネガティブ感情の低さ)、特に排斥者への攻撃性が抑制される (報復意図の低
さ、人形に刺す針の数の少なさ) ことが示された。状態 SCが高まると、排斥者を過剰に避けず
(回避の低さ)、その相手との関係改善を目指せる (博愛の高さ) 可能性も示唆された。総じて、
本研究は、社会的排斥の未然予防と社会的排斥が生じた際の対応として、個人内の心理的資源で
ある SCが有効であることを示唆するものである。また研究 3 から 5 より、SC は社会的排斥等
の苦痛が生じた際に個人が意図的に活用できると言えるだろう。 
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Table 3

Descriptive Statistics of Variables at Pretest and Posttest Between Conditions in Study 5

M SD M SD M SD M SD

Need satisfaction 2.91 0.79 3.35 0.76 2.88 0.83 2.69 0.82

State self-compassion 2.94 0.73 3.67 0.67 2.84 0.71 2.90 0.72

Revenge intention ― ― 1.97 0.97 ― ― 2.17 1.12

Avoidance ― ― 3.39 1.11 ― ― 3.60 1.12

Benevolence ― ― 2.67 1.05 ― ― 2.47 1.07

Control conditionSelf-compassion condition

Pretest PosttestPretest Posttest
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